
常任委員会 レポート
各委員会に付託された議案等について、

議会最終日に委員長が審査経過と結果を報告します。

総務文教常任委員会 笹川信子 委員長

市民福祉常任委員会 岡田竜一 委員長

経済建設常任委員会 山田富義 委員長

審査
答
児
童
が
複
式
の
指
導
に
慣
れ
る
に
は

時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
、
複
式

の
指
導
経
験
が
な
い
学
級
担
任
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
が
、
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
学
校
全
体
の
体

制
で
カ
バ
ー
す
る
。

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
制
定
を

問
小
規
模
事
業
所
の
減
少
が
続
い
て
い

る
。
小
規
模
企
業
振
興
条
例
を
制
定

し
、
事
業
者
の
存
続
と
新
規
開
業
を

促
す
べ
き
。

答
理
念
条
例
で
書
く
べ
き
レ
ベ
ル
は
超

越
し
て
い
る
。
具
体
的
な
振
興
策
を

継
続
し
て
進
め
て
い
く
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

問
国
会
は
、
コ
メ
な
ど
重
要
５
項
目
を

関
税
撤
廃
の
例
外
と
す
る
よ
う
決
議

し
た
。
コ
メ
は
輸
入
の
国
別
枠
が
設

定
さ
れ
た
。
稲
作
農
家
へ
の
影
響
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
今
後
、
協
定
の
国
会
承
認
、
国
内
法

の
改
定
の
議
論
が
な
さ
れ
る
の
で
注

視
し
て
い
く
。

問
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業

の
申
請
と
結
果
は
。

答
残
念
な
が
ら
全
て
不
採
択
。

農
地
の
参
考
賃
借
料
の
設
定
を

問
賃
借
料
の
統
一
は
、
農
地
の
交
換
に

よ
る
面
的
集
積
を
進
め
る
た
め
の
必

要
条
件
で
も
あ
る
。
参
考
額
を
示
す

た
め
関
係
団
体
に
働
き
か
け
て
検
討

委
員
会
を
設
置
す
べ
き
。

答
農
業
委
員
会
で
協
議
し
た
が
、
引
き

続
き
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

要
介
護
者
の

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

問
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
三
条
市
が
把

握
し
て
い
る
。
初
年
度
か
ら
申
請
し

な
く
て
も
認
定
証
明
書
を
交
付
で
き

な
い
も
の
か
。

答
家
族
の
負
担
を
な
く
す
た
め
に
も
、

申
請
が
な
く
て
も
交
付
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。

三
条
市
の
財
務
状
態
に
関
し
て

問
後
世
に
負
担
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
の
か
。

答
ご
心
配
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
健
全
財
政
と
言
え
る
の
か
。

答
健
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
行
政
に
関
し
て

問
「
嵐
南
・
一
中
校
の
プ
ー
ル
」
問
題
。

業
者
と
の
契
約
書
は
見
せ
て
い
た
だ

け
る
か
。

答
「
情
報
公
開
条
例
」
に
基
づ
き
公
開
で

き
ま
す
。

問
設
計
事
務
所
・
施
工
業
者
の
選
択
は

何
を
価
値
判
断
基
準
と
し
た
の
か
。

答
設
計
事
務
所
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

点
数
の
高
い
業
者
を
選
択
し
ま
し
た
。

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
あ
さ
イ
チ
」
で
長
沢
小
学
校

が
放
映
さ
れ
た
が
紹
介
し
た
の
か
。

答
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
ん
が
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

問
学
び
の
マ
ル
シ
ェ
で
教
育
長
の
言
う「
難

関
大
学
」
と
は
ど
こ
の
学
校
で
す
か
。

答
旧
帝
大
の
東
大
・
京
大
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
お
り
ま
す
。

セ
イ
ヨ
ウ
ナ
シ
褐
色
斑
点
病
対
策
に
つ
い
て

問
三
条
市
を
代
表
す
る
西
洋
ナ
シ　

ル

レ
ク
チ
ェ
は
、
近
年
セ
イ
ヨ
ウ
ナ
シ

褐
色
斑
点
病
に
よ
る
被
害
が
本
当
に

多
く
な
り
、
生
産
農
家
は
そ
の
対
策

に
苦
労
さ
れ
、
関
係
方
面
に
い
ろ
い

ろ
支
援
を
求
め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
病
気
に
対
す
る
予
防
対
策

は
、
枝
葉
を
焼
却
す
る
手
法
が
最
も

有
効
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
適

切
な
る
指
導
を
実
施
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

答
褐
色
斑
点
病
に
よ
り
ま
す
枝
等
の
処

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ま
だ
有

効
な
薬
剤
が
開
発
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
病
原
菌
密
度
を
下
げ
る
た
め
に

は
焼
却
以
外
に
有
効
な
手
だ
て
が
な

い
こ
と
等
、
代
替
手
段
が
な
い
こ
と

か
ら
現
在
大
島
下
郷
管
内
の
農
区
で

焼
却
処
分
を
行
う
方
向
で
検
討
さ
れ

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
焼
却
に
当
た
り
適
切
に

管
理
さ
れ
て
行
わ
れ
る
の
か
、
近
隣

住
民
の
方
々
へ
の
配
慮
が
き
っ
ち
り

な
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
県
に
お
い
て
も
検
討

を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

県の待機児童解消のモデル事業に
三条市は参加せず

空き家の実態を把握するため
初の全市的調査を実施

地域資源を知ってもらうため、
滞在型職業訓練のテーマは観光に

　議第１号平成28年度三条市一般会計予算では、市所有
の余剰スペースを民間事業者に貸し付ける取り組みにつ
いて、最初は新しい体育文化センター、総合体育館が対象
になると思う。箱物に限らず、一つ一つの既存施設につい
て検討を進めたいとのことでした。
　また、看護系高等教育機関の建設について、懇談会にお
いて県央基幹病院の近辺で検討してはとの意見を頂戴し
たので、誘致候補者とも協議検討しているところである。
今後、懇談会におけるさまざまな意見を勘案した上で、市

と誘致候補者にとって最良の方法を探していき、最終決定
は市で行うとのことでした。
　また、県の待機児童解消のモデル事業に参加しないこ
とについて、県の担当者から事業案の話があり、市として
活用しやすい提案をしたが、結果として活用しにくい事業
となった。今後も続けられる事業であれば市にとって有効
な事業となるよう他市との連携を図ったり、市長会で要望
するなど方法を検討していきたいとのことでした。

　議第１号平成28年度三条市一般会計予算では、まちな
か交流広場の食堂について、スパイスが体に良いとされて
いることから、カレーを象徴的なメニューとするスパイス
料理を提供する。なお、二・七の市の日に提供する朝食は一
汁三菜の和食を基本とするとのことでした。
　また、工賃アップアドバイザー業務について、昨年９月に
障がい者就労支援に関する協定を結んだ企業から各福祉
事業所にアドバイザーが出向き、販路開拓、商品開発、デザ
イン性向上等について助言を行うことにより、工賃アップ

を目指すとのことでした。
　さらに、空き家実態調査について、上下水道課が保有し
ている閉栓データに基づいて空き家の候補となる建物を
抽出し、外観目視によるランク付けを行った上で、統合型Ｇ
ＩＳシステムに登録するとのことでした。なお、空き家の撤
去費用は所有者が負担すべきものと考えており、今のとこ
ろ市として助成する考えはないが、全国的な問題であるた
め、国に対策を要望していきたいとのことでした。

　議第１号平成28年度三条市一般会計予算では、旧荒沢小
学校での滞在型職業訓練事業について、まずは三条市の地
域資源をよく知っていただくため観光にテーマを絞るが、今
後はものづくりや農業にも広げていきたいとのことでした。
　労働対策事業については、三条地域若者サポートステー
ションの三条ものづくり学校への移転により、青少年育成セン
ターとの情報交換や総合教育ができるようになり、さらにもの
づくりの現場が身近にあることで仕事に対するイメージが湧
きやすく、お試し就労にもつながっているとのことでした。

　農業担い手確保育成事業については、研修により自ら顧客
が開拓でき、価格決定力を持ち、ハンディも長所に変える経営
マインドを持っていただけると考えているとのことでした。
　ものづくり拠点施設については、入居者には３年で独立い
ただくという基本的スタンスに変わりはないが、全員が独立
できるかはわからない。リアル開発ラボ、コト・ミチ人材など
の取り組みに参加して、ノウハウを身につけていただければ
と考えているとのことでした。
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